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論文の内容の要旨

　本論文は，分散混相流の素過程すなわち粒子／気泡の挙動および粒子／気泡間相互作用を周囲流体の流れ場と

関連付けて明らかにすることを目的にした実験的研究である。

　まず，粒子（気泡を含む）運動と周囲流体との相互作用を正しく議論するために必要な計測技術を構築した。そ

れは，粒子運動と周囲流体の流れ場の同時計測ができ，かつ粒子と流れ場の位置関係を明らかにできるもので，動

体一流動画像解析（M○囲A）システムと呼ばれるものである。従来の混相流画像処理技術で課題であった粒子と

速度計測面の3次元位置関係が得られるMOFIAの構築により，素過程の流動構造解明手法の糸口を与えた。また，

評価実験や不確かさ解析により，この方法が適切であることも示した。

　粒子運動は，粒子の属性（大きさ，形状，動的変形，浮力，流体との密度差）の影響を受けるが，通常，これ

らの効果は混在している。そこで，これらの効果を分離して議論できるように，使用する粒子に工夫を施し，構

築した可視化一画像解析（MOFIA）システムを用いて実験を行い，粒子運動と周囲流れ場，および粒子聞の相互

作用について，直進運動と遥動運動による粒子後流の違いと渦放出の有無，偏平回転楕円体固体粒子と気泡の上

昇運動機構の違い，近接する2個の粒子の後流と渦放出を通しての干渉の様相，2個の粒子の相互位置関係によ

る上昇速度および運動機構の特性などを明らかにし，分散混相流の素過程に関する工学的に有用な結果を示した。

審査の結果の要旨

　本論文は，動体一流動画像解析（MOF亙A）システムを構築し，流れ場面と粒子／気泡の重心位置を明らかにし

た上で，粒子／気泡運動と周囲流体との干渉および粒子／気泡聞相互作用の詳細を明らかにした，多くの独創一陸

を有する実験的研究である。特に，画像計測において，計測対象により使用する光の波長帯を分けて利用した点，

粒子／気泡像の3次元再構成など計測技術と画像解析に多くの工夫が見られる。そして，粒子運動と流れ場の同

時計測および粒子と流れ場の位置関係を明らかにし，混相流の素過程の議論が正しくできるようにすることに成

功した。

　以上，本論文は，混相流に対する可視化画像計測技術を進展させたこと，ならびに素過程に関する有用な知見
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を得たことは工学的に高く評価できる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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